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令和６年第２回定例会 

質問

順位 

質問 

方式 
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答弁者 

１ 一 括

質 問 

篠 田 純 一 

議 員 

１．社会教育へ

の認識につい

て 

社会教育へどのような認識をお持ちか伺

います。 教育長 

２．新任教員の

育成について 

多様化し、複雑化した現代社会において

新任教員の育成をどのように行うべきと考

えるか伺います。 

教育長 

３．教育長の役

割について 

教育長とは教育行政のみならず、市の三

役としての職務を担います。教育長として

今後どのように職務を遂行していくのか伺

います。 

教育長 

４．市民異常通

報システムに

ついて 

市民異常通報システムの他に区長要望シ

ステム、そして国土交通省緊急ダイヤルが

存在する中、それぞれのシステムからの情

報共有や優先順位の付け方、また整合性を

どのようにとるのか伺います。 

副市長 

行政経営部長 

土木管理部長 

２ 一 問 

一 答 

椎 野  隆 

議 員 

１．マイナンバ

ーカードと健

康保険証の一

体化（紙の保険

証の廃止）につ

いて 

①マイナンバーカードの普及率について 

②健康保険証を紐付けた割合は 

③今後の健康保険証の方向性について（取

り扱い、手続き） 

④茨城県保険医協会が発表している内容で

は、利用者の８割が不安を持っており、

紙の健康保険証を残すべきと考えますが

どうか 

市民生活部長 

２．第３次稲敷

市地域福祉計

画の中の高齢

者問題につい

て 

①第３次稲敷市地域福祉計画の重点施策は

何か 

②地域で困っている人を助け合う場合、ネ

ックになることは無いか（送り迎えする

時の事故の責任や、住民とのトラブルな

ど） 

③第３次稲敷市地域福祉計画の中に、第２

期稲敷市成年後見制度利用促進基本計画

がありますが、進捗状況について伺いま

す 

④他市では、司法書士に成年後見人をお願

いしているところもありますが、当市の

現状について伺います 

⑤第３次稲敷市地域福祉計画に沿った事業

実施を進めていただきたいと思います

が、市長の決意を伺います 

市長 

保健福祉部長 



３ 一 問 

一 答 

無 藤 智 恵 美 

議 員 

本市における

ＩＣＴ教育の

更なる発展に

ついて 

①ＩＣＴ教育の導入実績について 

②配布されるタブレットのセキュリティに

ついて 

③教師へのＩＣＴ教育における研修や支援

制度の現状について 

④ＩＣＴ教育充実のために、教育委員会や

市からの支援や提案は 

⑤ｅポートフォリオの種類とそのＰＤＣＡ

のやり方は 

⑥ＩＣＴ教育を通じて子どもたちに学んで

ほしいこと、子どもたちが学べることは 

⑦ＩＣＴ教育の成果や効果を評価するため

の指標や基準は 

⑧子どもたちがＩＣＴを利用して自主的に

学ぶための環境や機会の整備について 

⑨地域との連携を通じて、そのリソースを

活用する取組みは 

⑩情報通信の危険性を学ぶ取組み、その内

容と頻度は 

⑪保護者が情報通信の危険性を学べる勉強

会の実施は。また、どのように学生への

指導の頻度を上げ、内容をより精度高く

していくのか 

⑫導入する場合のステップについて 

⑬「グローバルな環境で活躍できる未来を

担う稲敷っ子」について市長へ伺う 

市長 

教育長 

教育部長 

４ 一 問 

一 答 

髙 山  久 

議 員 

１．能登半島地

震からの教訓、

学ぶべき対応

について 

①能登半島地震から学ぶ防災計画等各対応

マニュアルの精査状況について 

②被災地派遣職員と執行部の情報共有及び

実態把握、対応状況について 

③広域避難所である学校等の非常用発電設

備と空調設備の整備方針について 

④生活を支える水道事業等、災害リスクを

踏まえた整備方針について 

市長 

副市長 

危機管理監 

土木管理部長 

教育部長 

２．自治体経営

における政策

形成能力の向

上について 

①政策立案能力の必要性に対する本市の認

識について 

②政策立案能力をもつ人材確保に向けた取

組みについて 

③「企業版ふるさと納税制度」の人材派遣

型モデルを活用した官民連携について 

④本市におけるデータ分析の対応状況及び

政策への反映状況について 

⑤民間への外部委託に対する市の考え方に

ついて 

 

市長 

副市長 

行政経営部長 

５ 一 問 

一 答 

寺 﨑 久 美 子 

議 員 

１．「子ども子

育て応援宣言

のまち」につい

て 

 誰も取り残さない支え合いのまちづくり

は、未来を創る大切な人材「子ども」支援

であり、未来のまちを育てていくことに繋

がると考えます。すべての市民で子育て支

援「子ども子育て応援宣言のまち」を提起

し、考えを伺います。 

市長 

副市長 

教育長 

行政経営部長 

地域振興部長 

保健福祉部長 

教育部長 



２．「米コンテ

スト」開催で米

の産地イメー

ジＰＲについ

て 

 みどりの食料システム法が施行され、環

境に配慮し、持続性の高い食料生産を進め

る上で、生産基盤はもとより、市場に受け

入れられる価格や品質、消費者が選びたく

なるブランディングなど、高付加価値に繋

げる「米コンテスト」開催を提起し、考え

を伺います。 

市長 

副市長 

教育長 

行政経営部長 

地域振興部長 

教育部長 

６ 一 問 

一 答 

浅 野 信 行 

議 員 

１．防災アプリ

について 

 防災アプリの大きな役割は「災害情報の

提供」「避難所情報の提供」「防災意識の向

上」の３つが挙げられます。防災アプリの

取組みを伺います。 

市長 

危機管理監 

２．ｅスポーツ

について 

 社会の急速なリモート化が進みました。

ここ数年、オンラインとの親和性が高いｅ

スポーツは、その存在感を高めています。

ｅスポーツを地域活性化に活用しようとい

う動きが全国各地で始まっています。本市

もｅスポーツを地域活性化に活用してはい

かがでしょうか。見解を伺います。 

市長 

地域振興部長 

７ 一 問

一 答 

松 戸 千 秋 

議 員 

１．投票環境の

整備について 

①視覚障がいのある方や弱視の方等が投票

する際、代理投票ではなく自身で記入で

きる取組みについて伺います。 

 （１）選挙支援カードの導入について 

 （２）投票用紙記入補助具の導入につ 

    いて 

②期日前投票所の増設について 

③将来の投票参加率向上の取組みについて 

市長 

選挙管理委員会 

    書記長 

２．気象防災ア

ドバイザーの

起用について 

 異常気象による災害が発生する確率は

年々増加しています。災害を事前に予測し

て対応することは市民の生命や暮らしを守

ることに直結します。気象防災アドバイザ

ーの起用について見解を伺います。 

市長 

危機管理監 

３．ヤングケア

ラー支援強化

について 

 本市の現状と今後の対策について伺いま

す。 

教育長 

保健福祉部長 

教育部長 

８ 一 問 

一 答 

鈴 木 正 志 

議 員 

女性職員の活

躍の推進と今

後の働き方改

革の取組みに

ついて 

 

平成 15 年７月に将来の社会を担う子ど

もたちが健康で安全な環境で生まれ、育て

られることを目的として次世代育成法が成

立し、平成 27年８月には女性が能力を発揮

できる社会環境を整備することを目的とし

て、女性活躍推進法が成立しました。 

本市では、同法律に基づく行動計画を一

体化した稲敷市特定事業主行動計画を策定

して取り組んでいるところです。また、昨

年 10 月には職員満足度調査を実施しまし

た。これらの取組みから見えてきた女性職

員の活躍の推進と今後の働き方改革の取組

みについて伺います。 

①特定事業主行動計画の数値目標達成状況に

ついて 

②目標達成状況の評価と今後の対応策につい

て 

③職員満足度調査の方法とその結果について 

④分析で見えてきた課題とその対応策につい

て 

⑤今後の働き方改革の取組みについて 

市長 

副市長 

行政経営部長 



９ 一 問

一 答 

中 沢  仁 

議 員 

本市における

指定暑熱避難

施設（クーリン

グシェルター）

について 

 熱中症による健康被害を防止するため、

茨城県知事から公民館などを一般開放し、

「指定暑熱避難施設」（クーリングシェルタ

ー）として、県内市町村に最低１か所は設

置するよう求める方針を示しました。そこ

で本市の対応を伺います。 

①本市のクーリングシェルターの現状につ

いて 

②本市のクーリングシェルターの地域別設

置状況について 

③本市の施設別の受入れが可能であると見

込まれる人数について 

④本市の施設別の開放時間について 

⑤課題、問題点について 

⑥扱いと対策について 

⑦今後の展望について 

市長 

危機管理監 

保健福祉部長 

教育部長 

10 一 括

質 問 

染 谷 久 仁 桂 

議 員 

本市の人口減

少や過疎化に

影響を与える

と考えられる、

まちづくりの

方向性につい

て～その１ 

①成田空港発着航空機による「音」につい

て、今年度の本市の取組みを伺います。

また、成田空港を利用したまちづくりに

ついて、本市の具体的構想と共存共栄を

次世代に繋げる方法を伺います 

②本市が管理する１１か所の公園の利用状

況は、立地や政策により大きく異なって

います。公募設置管理制度（Ｐａｒｋ－

ＰＦＩ）の活用を含めた、今後の公園整

備、管理の方向性について、市の財源を

潤わし、市民の満足度を得られるために、

どのような考えが本市にあるのか伺いま

す 

③交流人口、関係人口を増やすという観点

において、市内の景観をどのように整備

するのか伺います 

市長 

地域振興部長 

市民生活部長 

土木管理部長 

11 一 問 

一 答 

山 本 彰 治 

議 員 

学校における

人権教育につ

いて 

 生徒児童らの中に外国の児童生徒も多く

なってきました。国による文化の違いや相

手への理解も大変重要な時代になってきて

います。また、男女という性別についても、

さまざまな多様性が存在することなど、社

会的や文化的な性別の差であるジェンダー

の考え方も広く語られるようになってきて

います。大きなくくりとしての人権やジェ

ンダー教育について、本市としてはどのよ

うに考え、進めるか伺います。 

市長 

教育長 

教育部長 

 


